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産 業 連 関 表 の 仕 組 み

図１－１ 産業連関表の仕組み

(1) 列部門と行部門

図１－１から①の部分をみると、表頭と表側に各々対応して産業部門が配置されてお

り、表頭は財貨・サービスの買い手（ ）の立場としての産業部門（ ともい需要 列部門

う）を、表側は売り手（ ）の立場としての産業部門（ ともいう）を表してい供給 行部門

る。産業分類については、事業所または企業ベースによらず、生産活動単位（アクティ

ビティ・ベース）といういわゆる商品分類に近い分類方法を採っている。

(2) 投入と産出

表頭のある産業部門を“列（タテ方向）”に沿ってみると、その産業が自己の生産物

を生産するのに原材料等として、どの産業（各行部門）からいくら購入したか、生産に

より新たに付加された価値はいくらなのかなど、その産業の （ ）が示費用構成 投入内訳

されており、これは通常「 （ｲﾝﾌﾟｯﾄ）」と呼ばれている。そしてその列和は一年間投入

に投入した原材料、生産要素の総投入額を表しており、総生産額に等しい。

次に、表側のある産業部門を“行（ヨコ方向）”に沿ってみると、その産業が自己の

生産物をどの産業（各列部門）にいくら販売したか、また消費、投資、及び移輸出にい

くら向けられたか、県内需要に対する県産品の不足分をいくら移輸入により賄っている

かなど、その産業の （ ）が示されており、これは通常「 （ｱｳﾄﾌﾟ販路構成 産出配分 産出

ｯﾄ）」と呼ばれる。そして、その行和は総産出額を表しており、総生産額に等しい。こ

のため、産業連関表は （Input-Output Tablesを略してI-O表ともいう。）と投入産出表

も呼ばれている。
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(3) 内生部門と外生部門

（①の部分をいう）とは、産業各部門間の取引を表した部門で、列方向は中内生部門

間生産物の購入額（ ）を、行方向は中間生産物の販売額（ ）を表中間投入額 中間需要額

しており両者の総額は等しくなっている。

外生部門 粗付加価値 最終（②、③、④の部分をいう）とは、内生部門以外の部門で 、

及び に区分される。粗付加価値は行部門として家計外消費支出、雇用者所得、需要 移輸入

営業余剰、資本減耗引当、間接税及び補助金の各部門に分けられ、最終需要は列部門と

して家計外消費支出、民間消費支出、一般政府消費支出（以上消費）、総固定資本形成、

在庫純増（以上投資）、移輸出の各部門に分けられている。

以上のことから、産業連関表の各部門の相互関係をまとめると次の通りになる。

中間投入額＋粗付加価値額＝総投入額＝総生産額････････列（タテ）の関係

中間需要額＋最終需要額－移輸入額＝総産出額＝総生産額･･････････行（ヨコ）の関係

総投入額＝総産出額

･･････････････････････････産業間循環

中間投入額＝中間需要額

総投入額－中間投入額＝粗付加価値額

･･････････････所得循環

最終需要額－移輸入額＝粗付加価値額

中間需要額＋最終需要額＝総生産額＋移輸入額･･････総需要＝総供給の関係

(4) 産業連関表の持つ機能

産業連関表は、それ自体で経済の取引実態を明らかにしているが、表作成のもう一つ

の主な目的は、この表から得られる 及び を利用して波及効果分投入係数表 逆行列係数表

析を行うことにある。

産業連関表では“各産業部門が自己の生産活動において投入する原材料等の割合は一

定であり、それは短期的には変わらないものとする”という仮定の基に、これを利用し

て県経済の各種機能分析を行うことができる。その基本原理は表１の仮設例産業連関表

（２部門）から以下により求められる。
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表１ 仮 設 例 産業連関表（２部門） （単位：億円）

農 業 工 業 最 終 需 要 生 産 額

１１ １２ １ １農 業 X X Ｆ Ｘ

２１ ２２ ２ ２工 業 X X Ｆ Ｘ

１ ２粗付加価値額 Ｖ Ｖ

１ ２生 産 額 Ｘ Ｘ

例えば、農業についてみると、農業はその生産物Ｘ 億円を生産するために自部門か１

らX 億円、工業からX 億円の原材料等を投入しており、農業の生産物１単位当たり１１ ２１

の必要投入割合は、

１１ １ １１農業からｘ ÷Ｘ ＝ａ

２１ １ ２１工業からｘ ÷Ｘ ＝ａ

となる（工業についても同じようにして求められる）。これを一覧表にまとめたのが表

２の である。投入係数表

表２ 投入係数表

農 業 工 業

１１ １２農 業 ａ ａ

２１ ２２工 業 ａ ａ

このように投入係数は産業連関表の列の費用構成に着目し、各産業が原材料等の投入

を通じてどのような形で相互にかかわり合っているかを示すもので、これが産業間の生

産の波及効果を解くカギとなるのである。

ここでは、産業連関表を行方向にみた“最終需要と生産との関係”に着目し、その需

給バランス式から導出される連立方程式を解く。前出の表１より需給バランスの関係は

中間需要＋最終需要＝生産額となる。これを投入係数を使って表せば、

１１ １ １２ ２ １ １ａ Ｘ ＋ａ Ｘ ＋Ｆ ＝Ｘ

となる。

２１ １ ２２ ２ ２ ２ａ Ｘ ＋ａ Ｘ ＋Ｆ ＝Ｘ
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これを行列式でかくと、

１１ １２ １ １ １ａ ａ Ｘ Ｆ Ｘ

＋ ＝ となり、ここで

２１ ２２ ２ ２ ２ａ ａ Ｘ Ｆ Ｘ

１１ １２ １ａ ａ Ｘ

投入係数行列 をＡ、生産額の列ベクトル をＸ、

２１ ２２ ２ａ ａ Ｘ

１Ｆ

最終需要の列ベクトル をＦとすれば、

２Ｆ

ＡＸ＋Ｆ＝Ｘとなり、これをＸについて解くと、

Ｘ－ＡＸ＝Ｆ

（Ｉ－Ａ）Ｘ＝Ｆ

Ｘ＝（Ｉ－Ａ） Ｆ ････････基本モデル式－１

逆行列

となる。これは最終需要（Ｆ）を与えることにより、逆行列を媒介して生産額が求めら

れる式である。

この式を用いることにより、ある最終需要の増加が直接・間接的にどれだけ生産を誘

発するかを導出することができる。

なお、この基本モデル式は封鎖経済のモデル式になっているので、沖縄県ではこの基

地域内競争移輸入型モデル式本モデルに自給率を加味した

Ｘ＝〔Ｉ－（Ｉ－ ）Ａ〕 ・〔（Ｉ－ ）Ｆ＋Ｅ〕・ ・－１

を使用している。

注: は県内需要に対する移輸入係数の対角行列、（Ｉ－ ）は自給率、Ｅは移輸出を表す。・ ・




